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いじめと差別
～人権教育のあゆみから振り返る～

特別展

2013年9月24日（火）～12月19日（木） 

主催 ： 大阪人権博物館　大阪市浪速区浪速西3‒6‒36  
　　　tel :06‒6561‒5891  fax :06‒6561‒5995

大阪人権博物館　特別展示室

　いじめは、なぜ繰り返されるのでしょうか。子どもが自死に追い込ま
れてからでは取り返しがつきません。なぜいじめが起こるのか、なぜい
じめを止められないのか。いじめられて自死をした子が弱いのでしょう
か。「やり返さない」子が弱いのでしょうか。いじめられる子にもいじめら
れる理由があるのでしょうか。いいえ。誰にもいじめられていい理由な
どありません。また誰にもいじめていい権利もありません。
　いじめは特定の者を攻撃し排除することによって、学ぶ権利や生き
る権利を奪う人権侵害です。いじめは体への暴力だけでなく、「無視」
や「言葉の暴力」によって心に傷を負わせる「心へのリンチ」なので
す。それは差別という社会的・心理的な排除と同じです。いじめの問
題を差別の問題と重ね合わせて考えてみるとき、いじめの本質が見え
てくるのではないでしょうか。
　いじめは人間が起こす行為です。だから人間の力でいじめを止め
ることもできるのです。いじめは集団の中で起こっています。したがっ
て、いじめは集団の質やあり方を変えることによって止めることができる
のです。その意味からすると、大阪の人権教育が大事にしてきた集団
づくり・仲間づくりの中にこそ解決の鍵が隠されているのではないで
しょうか。違いによって「変な子」扱いして排除するのではなく、違いを
認め合って共に生きることをめざした包摂する（インクルーシブ）教育
に進むべき方向性があるのではないでしょうか。
　子どもたちの声や思いを大事にして、学校と保護者・地域、それぞ
れが協働しながらいじめと差別のない学校や地域社会を創造するた
めに、この特別展はあると考えています。ぜひ、みなさまのご参加や
ご助言をお待ちしています。

展 示 構 成

子どもの声が聞こえますか
　いじめで子どもをなくされた遺族の方々の集まりで
あるＮＰＯジェントルハートプロジェクトの全面的ご協力
をえて、亡くなられた子どものメッセージを展示します。

1

日本のいじめ・世界のいじめ
　いじめは日本だけの問題ではなく世界でも問題と
なっています。日本でのいじめ問題の歴史をたどりな
がら、いじめとは何か、いじめの構造、いじめ防止の取
組などについて考えます。また世界各地のいじめの実
態といじめ防止の取組についても学びます。

2

シンポジウム
「子ども・若者の声を社会へ～いじめを体験して」
1

いじめと差別のない社会をめざして
　学校で起こるいじめと差別の関係について事例を
通して考えます。いじめに向き合った学校の実践、さら
に、第三者委員会の在り方や行政、民間などで取りく
まれている事例を通して、いじめを防止し、克服する
教育プログラムを考えます。

3

『ぼく、もう我慢できないよ　
ある「いじめられっ子」の自殺』
金賛汀著（1980年、一光社）

1979年9月9日に埼玉県上福
岡市で、中学一年生の少年がい
じめを苦に自殺した事件を教育
委員会の『調査報告書』への疑
問から追ったルポルタージュ。

「やさしい心が一番大切だよ。
だから、その心を持っていない
あの子達の方が可哀想なんだよ。」
この言葉に応え、両親は真実を求める
険しい道を歩み始めました。
NPOジェントルハートプロジェクト提供

日時 ： 10月5日（土）14時～17時　
会場 ： リバティホール（大阪人権博物館内）（当日先着順）

シンポジスト いじめを体験した若者（数人）
迫川 緑（関西テレビ報道部記者）

コーディネーター 桜井智恵子（大阪大谷大学教授・
元川西市子どもの人権オンブズパーソン）

講演「いじめって何ですか？」3

日時 ： 10月19日（土）14時～16時　　
会場 ： リバティホール（大阪人権博物館内）　
　　　（当日先着順）

講　　師 小森美登里
（ＮＰＯジェントルハートプロジェクト理事）

講演「いじめと差別」4

日時 ： 11月9日（土）14時～16時　　
会場 ： リバティホール（大阪人権博物館内）  
　　　（当日先着順）

記念シンポジウム ＆ 講演会 ※講演会、シンポジウムの参加費 ： 入館料のみ

講　　師 成山治彦
（大阪人権博物館理事長・大阪教育大学理事）講演「いじめ問題の過去・現在・未来」2

日時 ： 10月12日（土）14時～16時　
会場 ： ガイダンスルーム（当日先着順）

講　　師 住友剛（京都精華大学准教授・
元川西市子どもの人権オンブズパーソン調査相談専門員）

INFORMATION

毎週月曜・日曜
※特別展開催中は日曜日開館いたします。
祝日
毎月第4金曜日

休館日

10：00～16：00（入館は15：30まで）
土曜日は13：00～17：00

開館時間

大人500（400）円、高大生300（200）円、
小中学生200（100）円、
65歳以上300（200）円
障がい者（介助者含む）無料
（ ）内は20人以上の団体の場合の入館料です。

料　金

Osaka Human Rights Museum

大阪人権博物館
（リバティおおさか）

〒556-0026　大阪市浪速区浪速西3-6-36
06-6561-5891電話
http://www.liberty.or.jp/ホームページ

06-6561-5995FAX

■ＪＲ環状線「芦原橋」駅 南へ約600m
■JR環状線 大和路線「今宮」駅 西へ約800m
■大阪市バス「浪速西3丁目」 西へ約200m
■南海汐見橋線「木津川」駅 東へ約300m
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大阪歴史博物館 ぢしんほうぼうゆり状の事
幕末の安政江戸地震の後、鯰と地震をテーマにした鯰絵（なまずえ）という刷り物が大量に
出版されました。本品は、奉公人請状（うけじょう）という雇用契約書の形式をかりて作られて
います。これから雇われようとする「ゆり助」という名の鯰の身元を、「ぶるぶるやこわ右衛門」
らが、「大坂町屋敷大つなみ打寄場」に住む「橋々屋おち右衛門」という雇い主に保証すると
いう趣向になっています。大阪は、江戸地震の前年におきた安政南海地震の津波によって
多数の溺死者や落橋など大きな被害を受けました。ユーモラスなネーミングの背景には、
このような地震被害の実態があったのです。　　　   （大阪歴史博物館学芸員　飯田 直樹）

※本品は、大阪歴史博物館8階にて開催中の特集展示「関東大震災90年記念　近現代大阪の地震」に出品
されています。＜9/23(月・祝)まで＞

ぢしんほうぼうゆり状の事　安政2年（1855）
大阪歴史博物館蔵大阪歴史博物館 〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32所在地

TEL 06-6946-5728 FAX 06-6946-2662 アクセス 地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」2号・9号出口、
ホームページ http://www.mus-his.city.osaka.jp/または大阪市営バス「馬場町」バス停前
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